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   「日本剣道形講習会」、「剣道段位審査会」の開催について（連絡） 

 

 みだし講習会及び審査会を下記のとおり開催いたしますのでご案内申し上げます。 

 今年度、「日本剣道形講習会」（以下「形講習会」）と「剣道段位審査会」を別日に

開催いたします。但し、コロナ禍の状況等により同日開催に変更する場合もあります。 

 各地区剣道連盟におかれましては、級審査等の対応をよろしくお願いいたします。 

 なお、お申込みは添付の「令和 4 年５月審査申込書」に形受講料・審査受審料を添え

て、県剣道連盟事務局まで送って頂きますようお願いいたします。 

 受審者には、全日本剣道連盟及び本県連盟が示している新型コロナウィルス感染症防

止の各ガイドラインを必ず遵守して頂きますようご連絡をお願いいたします。 

 

記 
 

 

１ 形講習会 

別紙１「形講習会」のとおり 

 

２ 剣道段位審査会 

別紙２「剣道段位審査会」のとおり 

 

３ 共通注意事項 

別紙３「共通注意事項」のとおり 

※各日受付時に、「健康調査票」の提出が必要です。 

 

４ 学科試験 

別紙 4「学科試験」のとおり 

 

５ その他添付資料 

 ・ 「令和 4年５月審査申込書」 

 ・ 「学科試験答案用紙」 

 ・ 「健康調査票」 

 

 

 

 

 

 

以上 



 

別紙１ 

 

「形講習会」 
１ 日時 

  令和４年４月２４日（日）１０時～１５時 

 

２ 受付 

  令和４年４月２４日（日）９時～9 時３０分 

  ※ 玄関で検温・手指の消毒・下足ビニール袋を受取後、入館し各会場にて受付を

してください。更衣は、女子は更衣室、男子は観覧席でしてください。 

※ 初段～剣道大道場 

  弐段～剣道大道場 

参段～多種目競技場 

四段・五段～剣道小道場 

  ※ １０時から各段ごとに指定された会場において開始式を実施 

 

３ 場所 

福井県立武道館 

  福井市三ツ屋町８－１－１ 

  電話 ０７７６－２６－９４００ 

 

４ 申込締切 

  令和４年４月２０日（水）必着 

※ 申込用紙「令和４年５月審査申込書」を提出 

 

５ 受講料 

段 位 金 額 

初 段 ２，２００円 

弐 段 ２，９００円 

参 段 ３，５００円 

四 段 ４，４００円 

五 段 ５，５００円 

 

※ 形再受審者及び形講習会修了者も、形講習会受講は可能です。(受講料は無料) 

 

 

６ 服装等 

  剣道着、袴、垂れ（名札）、木刀（四・五段は小太刀も必要）、マスク着用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙２ 

 

「剣道段位審査会」 
１ 日時 

令和４年 5 月１５日（日） 

（１）受付時間 

   初段・二段～９時から 9時３０分 

 三段以上 ～１２時３０分から１３時 

（２）審査開始予定時間 

   初段・二段～１０時 

 三段以上 ～１３時３０分 

 

２ 場所 

福井県立武道館 

  福井市三ツ屋町８－１－１ 

  電話 ０７７６－２６－９４００ 

 

３ 申込締切 

  令和４年４月２０日（水）必着 

  ※ 申込用紙「令和４年５月審査申込書」を提出 

 

４ 受審料 

段 位 金 額 再受審者の金額（形のみ受審） 

初 段 ２，６００円 １，３００円 

弐 段 ３，３００円 １，６５０円 

参 段 ４，４００円 ２，２００円 

四 段 ５，５００円 ２，７５０円 

五 段 ７，７００円 ３，８５０円 

 

５ 受審資格 

  剣道連盟称号・段位審査規則「１６条」（平成１２年４月１日施行） 

段 位 条  件 

初 段 １級受有者で、満１３歳以上の者 

弐 段 初段受有者後１年以上修行した者 

参 段 弐段受有者後２年以上修行した者 

四 段 参段受有者後３年以上修行した者 

五 段 四段受有者後４年以上修行した者 

 

６ 服装等 

  剣道着、袴、剣道防具、面マスク、マウスシールド 

（目・鼻・口を覆うシールドの着装を推奨）   

 

 



 

７ 形審査 

 (1) 実技審査合格者のみ、指定の審査会場で行います。 

 

 (2) 形再受審者の受付について 

  ○ 形再受審者とは、 

・ 令和３年５月以降の審査で、実技審査を合格したが、形審査不合格者。 

  （形再受審は１回のみです） 

※ 受付は、各段受付時間に受付をしてください。 

※ 形再受審者の受審料は、４ 受審料を確認してください。 

 

８ 学科試験 

事前に記載し、審査当日会場受付時に提出してもらいます。 

  形再受審者も対象となります。 

なお、添付資料「学科試験答案用紙」（様式はＡ４用紙）に、鉛筆で記載（パソ 

 コン使用・ボールペン 不可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別紙３ 

「共通注意事項」 
 

１ 申込みについて 

 (1) 形講習会、段位審査会とも同一の申込用紙「令和４年５月審査申込書」に必要事

項を記入して提出してください。 

(2) 年齢の基準は、審査当日（令和４年５月１５日）とします。 

(3) 形受講番号の欄は、受審する段の形講習会修了証に記載されている番号です。 

★各段を初めて受審される者は、審査申込み提出時点で形講習会を受講してい 

ませんので形受講番号はありません。申込み欄は空欄で提出してください。 

 (4) 提出締め切りは、令和４年４月２０日（水）必着 県剣道連盟事務局まで。 

 

２ 形講習会受講料及び段位審査会受審料 

  形講習会と実技審査を別日に行いますが、以下の金額を一括納入してください。 

(1) 地区会員（中・高生含む） 形受講料＋実技審査料 

(2) 非会員          形受講料＋実技審査料＋（非会員受審料 3,300 円） 

(3) 形再受審者と形講習会修了者は、実技審査料のみ。ただし、形再受審者は半額。 

(4)  形講習会のみの受講者は、形受講料のみ。 

 

３ 学科試験 

  別紙４「学科試験」を参照 

  財団法人全日本剣道連盟（平成 17 年 8月 31 日 第１版 第１刷）発行 

  「剣道学科審査の問題例と解答例」及び剣道講習会資料から出題します。 

 

４ 受講、受審上の注意事項（コロナ対策） 

 (1) 受審者は受付前に、会場外（玄関前付近）で検温、アルコール除菌液による手指

消毒をしていだだきます。 

※ ３７度５分以上の発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合は受審（入場）でき 

 ません。 

 (2)  「健康調査票」（添付資料）に形講習会または段位審査会当日までの健康状態等

必要事項を記入し、受付時に提出してください。 

 (3) 形講習会及び形審査は、マスク着用（面マスク使用可 鼻まで覆う）で行います。

実技審査は、面マスク（鼻まで覆う）及びマウスシールドを着用し行いますので、

各自で対応をお願いします。「対人稽古に関する感染防止ガイドライン」及び「審

査実施にあたっての感染拡大予防ガイドライン」に則って行います。 

     (福井県剣道連盟 HP または下のＱＲコード参照） 

       
 

 

 



 

 (4) 段位審査の実施要領については、当日ご説明いたします。 

(5) 受審者、関係者並びに中学・高校の最低限度の付添い以外は入場できません。 

 

６  その他  

  審査申込締切後、欠席する場合は、県剣道連盟事務局まで、受審段位と、

氏名を、 FAXもしくはメールでご連絡下さい。  

◎ FAX： 0776-28-6616   ◎メール： fkikendo@herb.ocn.ne.jp 

なお、審査当日の緊急連絡は下記までお願いします。  

審査部会  川野 学  携帯：０９０ -５１７５ -４１０８  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別紙４ 

「学科試験」 
学科試験問題（３問出題） 

 ○ 初段 

  １ 「足さばき」について説明しなさい。 

  ２ 「切り返しの方法」を説明しなさい。 

３ 「基本の大切さ」について述べなさい。 

 

 ○ 弐段 

  １ 「打ち込み稽古の目的」を述べなさい。 

  ２ 「残心」について説明しなさい。 

  ３ 「稽古で心がけなければならないこと」とはどのようなことか述べなさい。 

 

 ○ 参段 

  １ 「切り返しの目的」を述べなさい。 

  ２ 「目付け」について説明しなさい。 

  ３ 「剣道の理念」について書きなさい。 

 

 ○ 四段 

  １ 「間合」について説明しなさい。 

  ２ 「日本剣道形を実施するときの留意点」について述べなさい。  

  ３ 「審判員の心得」について述べなさい。 

 

 

 ○ 五段 

  １ 「手の内」について説明しなさい。 

  ２ 「日本剣道形修錬の必要性」について述べなさい。 

  ３ 「指導者としての心構え」について述べなさい。 

 

 


